
コレクティブインパクトで実現する
持続可能なまちむらづくり

〜限界集落、過疎地、消滅自治体と呼ばれる小さな地域から

ローカルイノベーションを生み出す〜

甲信地域ローカルイノベーションコンソーシアム

構成団体
公益財団法人長野県みらい基金

社会福祉法人山梨県社会福祉協議会
社会福祉法人長野県社会福祉協議会

休眠預金活用事業 2024年度 通常枠 
イノベーション企画支援事業

◎◎◎現地説明会（山梨開催）の詳細決定◎◎◎

●甲府会場説明会
日時：5月30日（金）10:00～12:00
場所：山梨県福祉プラザ1階研修室（山梨県甲府市北新１丁目２−１２）

●山梨東部会場説明会
日時：6月6日（金）14:00～16:00
場所：都留市まちづくり交流センター会議室1（山梨県都留市中央3丁目8-1）

参加希望者は、説明会の前日までに下記宛てに、団体名、氏名、連絡先（メール、
電話等）を記載の上、お申し込みください。
（E-Mail：kyumin-2024koshin@mirai-kikin.or.jp）

※会場説明会は事前相談も受け付けます。申込時にwebからお願いします。

mailto:kyumin-2024koshin@mirai-kikin.or.jp


【事業名】 コレクティブインパクトで実現する持続可能なまちむらづくり

～限界集落、過疎地、消滅自治体と呼ばれる小さな地域から～

【助成事業項目】 イノベーション企画支援事業

          （JANPIAが定めた資金分配団体公募区分による）

【事業実施地域】 山梨県 長野県

【事業実施期間】 2025年度～2027年度

【募集実行団体】   7団体程度

【1団体あたりの助成額】 2500万円程度

【対象となる団体】 地域に根ざした団体（コンソーシアム申請を推奨）

地元企業、NPO法人、社会福祉法人、一般社団法人、一般財団法人

教育機関、金融機関、経済団体、労働組合等各種団体

【事業による成果目標】

〇中長期目標

「弱小地域（限界集落、過疎地、消滅自治体）と呼ばれた地域が、災害に強く、小さくともウェ

ルビーイングな暮らしができ、その地域オリジナルな継続へのエコシステムが形成されている」

〇短期成果目標

・小地域がレジリエンスで継続できる地域となり、小さな地域づくりへのモデル提示となる

・働きにくさを持った人々が楽しく就労できる場が創出され、新しい就労のモデルが生まれる

・新旧住民の融合したコミュニティが生まれ、地域資源活用モデルが生まれる

・都市部の人々が水源森林地の環境の重要さを理解し支援をする

-選定事業の詳細-

-実行団体公募スケジュール-
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問い合わせ・相談窓口

公益財団法人長野県みらい基金 松本事務所

〒390-0852 松本市島立1020 松本合同庁舎2階
（電話受付時間は平日9：00～17：00）

T E L：0263−50−5535
MAIL：kyumin-2024koshin@mirai-kikin.or.jp
WEB：https://www.mirai-kikin.or.jp/

○公募についての詳細は各団体及び長野県みらい基金のHPをご参照ください

※申請前個別相談については、次の窓口でも
受け付けています。
山梨県窓口：TEL 055-254-8696

担当者 山口、矢巻、諏訪田
長野県窓口；TEL 026-226-1882

担当者 林部、小池、長峰

-休眠預金の活用とは？-
「民間公益活動を促進するための休眠預金等に係る資金の活用に関する法律」に基づき、金融機関
の口座で10年以上出し入れが確認できない休眠預金を民間公益活動の促進のために活用する制度が
2019年度から始まりました。
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